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インターバンクの声 （2015 年 4 月 7 日） 
 

昨夜のニューヨーク市場の動きをどれ程の方が素直に受けとめたのだろうか。

イースター休暇の続くロンドン市場は休場、ニューヨーク市場も多国籍国家

のため祝日設定はされていないが、少なからずいるキリスト教信者の方々は

休暇を取る人も多い。ニューヨーク時間の担当者に聞いても、時々市場が閉

まっていると思うくらい閑散となる場面が度々あったようだ。週末の雇用統

計結果から米連邦準備制度理事会（FRB）が利上げ時期を遅らせるとの見方が

広がったことで、株式市場が上昇したことには理解し易いと思われるが、ド

ルが対円で１１９円台、それも半ば過ぎまで上昇したことには少し驚かされ

た。経済指標の発表は ISM非製造業景気指数くらいで、ニューヨーク連銀の

ダドリー総裁の発言が影響したとの見方もあるが、いずれも時間的にはドル

が上昇し始める随分前の材料だ。要するにドルの長期的な上昇予想に根本的

な変化なしとの考えがベースなのだろうが、市場が相当薄かったことを考慮

しておく必要はありそうだ。ユーロ買いが３月半ば以降に数回上昇を試す都

度１．１０ドル台中盤で抑えられていることも興味深い。月末の米連邦公開

市場委員会（FOMC）と第１・四半期の GDP速報値の発表がある２９日までレ

ンジ相場になるとの声も聞くが、どこかで箍が外れれば想定外の相場展開が

始まることになる可能性もありそうだ。 
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